
（別紙３）

～ R8年1月30日

（対象者数） （回答者数）

～ R8年1月30日

（対象者数） 5人 （回答者数） 5人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・利用児の特性等に合わせて活動内容等を工夫し、ルー

ムの広さを活用しながら利用児が心身ともに成長できる

よう支援を行う

2

・活動に事業所の特色をいかした活動を取り入れ、利用

児が楽しみながら様々な経験を積むことができるよう引

き続き支援を行う

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・洗面台に台を置き高さを調整

・更衣室にマットを使用し、クールダウンとして使用時

は壁や扉の破損を防ぐ

・情緒不安定でクールダウンが必要な際はスタッフがマ

ンツーマンで対応し、周囲の環境に注意しながら過ごす

2

・日々の利用者の人数や特性等の状況、スタッフの休み

などに応じて法人内の事業所間で応援を出し合いながら

スタッフ調整を行い、安心安全に過ごしてもらえるよう

工夫する

・男性スタッフに関してはその日の他事業所の利用人数

等で応援やスタッフの入れ替えにて対応していく

3

○事業所名 チャーリースクエア　単位２

○保護者評価実施期間 R8年1月19日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R8年1月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年2月13日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

ルームの広さ

・広い空間を活用した活動の提供

・テーブルやマット等で遊びや活動内容によってエリア

分けを行い、それぞれの遊びや活動に集中して取り組め

るように工夫している

洗面台や更衣室等の建物の構造上の問題

スタッフ配置

・制度上は人員配置に問題ないが、日々の受け入れ人数

や利用児の特性によっては他害や破壊のリスクが高まる

ことが考えられる

・男性スタッフのマンツーマン対応が必要な利用児が多

くいるが、その割合に対しての男性スタッフの配置が少

ない

トランポリンや室内ブランコ等の大型遊具を使った活動

・活動を通して身体の使い方、体幹を鍛えること等を楽

しみながら取り組み、学ぶことを目的としている

・順番を待つことを経験し、社会性の向上を図る

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・洗面台が高く、蛇口が遠い

・クールダウンの場として更衣室を使用しているが、狭

く壁の破損につながる可能性がある

・個別対応ができる場所の確保が難しい

事業所における自己評価総括表公表


